
　

〇
月
×
日　

瀬
戸
内
海
の
小
島
で
暮
ら
す
老
夫
婦
（
橋
爪
功
、

吉
行
和
子
）
が
子
供
た
ち
に
会
う
た
め
に
東
京
へ
や
っ
て
く
る
。

久
し
ぶ
り
に
親
子
が
顔
を
合
わ
せ
る
シ
ー
ン
か
ら
「
東
京
家

族
」
は
始
ま
る
。
最
初
は
互
い
を
思
い
や
る
が
、
日
々
の
仕
事

の
忙
し
さ
も
あ
り
、
両
親
を
東
京
見
物
に
連
れ
出
す
こ
と
も
ま

ま
な
ら
な
い
。
つ
れ
な
い
子
供
た
ち
の
態
度
に
、
仕
方
な
い
と

思
い
な
が
ら
も
、
寂
し
さ
を
抱
く
老
父
母
…
。
現
代
日
本
の
家

族
の
物
語
だ
が
、
誰
も
が　

年
前
の
小
津
安
二
郎
の
名
作
「
東

６０

京
物
語
」
を
思
い
起
こ
す
こ
と
だ
ろ
う
。
事
実
、
監
督
の
山
田

洋
次
は
小
津
作
品
を
モ
チ
ー
フ
に
し
、
登
場
人
物
も
大
筋
で
踏

襲
し
、
そ
の
間
の
社
会
と
家
族
の
在
り
方
の
変
化
を
浮
き
彫
り

に
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
父
親
は
学
校
の
先
生
を
し
て
、

子
供
た
ち
を
育
て
て
き
た
。
長
男
は
開
業
医
に
な
っ
た
し
、
長

女
も
美
容
院
を
切
り
盛
り
す
る
な
ど
一
応
、
人
生
の
成
功
者
だ

が
、
自
分
た
ち
一
家
の
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
。
一
方
、
舞
台
美

術
の
仕
事
で
生
活
が
安
定
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
末
っ
子
の

次
男
（
妻
夫
木
聡
）
は
、
父
親
に
は
風
来
坊
に
し
か
見
え
ず
、

説
教
す
る
の
だ
が
、
確
固
と
し
た
生
き
方
を
教
え
ら
れ
る
わ
け

で
も
な
い
。
時
代
は
変
わ
っ
て
い
る
の
だ
。
当
の
本
人
も
突
然
、

独
居
老
人
に
な
る
悲
劇
が
襲
う
。
家
族
の
在
り
様
を
通
じ
、
そ

の
喪
失
や
再
生
、
都
会
と
地
方
の
暮
ら
し
へ
の
不
安
、
老
い
、

孤
独
な
ど
現
代
日
本
の
矛
盾
が
静
か
に
あ
ぶ
り
だ
さ
れ
て
い
く
。

ど
こ
の
家
族
に
も
抱
え
て
い
る
問
題
を
通
し
て
、
山
田
は
家
族

へ
の
深
い
愛
惜
の
思
い
を
、
あ
る
種
の
懐
か
し
さ
と
と
も
に
描

く
。
次
男
の
恋
人
（
蒼
井
優
）
を
家
族
に
迎
え
入
れ
る
シ
ー
ン

な
ど
、
家
族
へ
の
い
と
お
し
さ
に
涙
が
溢
れ
た
。

　

〇
月
×
日　

１
９
８
０
年
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
の
９
年
前
。

東
ド
イ
ツ
の
あ
る
田
舎
町
に「
東
ベ
ル
リ
ン
か
ら
来
た
女
」（
独
、
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ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ベ
ッ
ツ
ォ
ル
ト
監
督
）
が
い
た
。
大
病
院

勤
務
の
女
医
だ
っ
た
が
、
西
側
へ
移
住
申
請
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
地
に
左
遷
さ
れ
た
の
だ
。
秘
密
警
察
（
シ
ュ
タ
ー
ジ
）
の

監
視
は
四
六
時
中
で
、
突
然
の
家
宅
捜
索
で
は
丸
裸
に
さ
れ
陰

部
ま
で
調
べ
ら
れ
る
執
拗
さ
だ
。
サ
ス
ペ
ン
ス
映
画
に
も
勝
る

緊
迫
感
が
全
編
を
貫
く
。
自
由
を
奪
わ
れ
た
恐
怖
感
に
息
苦
し

く
な
っ
た
。
同
僚
の
青
年
医
師
の
優
し
い
ま
な
ざ
し
も
、
シ
ュ

タ
ー
ジ
へ
密
告
さ
れ
る
と
の
猜
疑
心
が
拭
い
切
れ
な
い
。
神
経

が
す
り
減
っ
て
い
く
日
々
の
中
で
も
、
医
師
と
し
て
の
プ
ラ
イ

ド
と
患
者
を
病
魔
か
ら
救
う
こ
と
だ
け
が
唯
一
の
支
え
だ
…
。

東
西
ド
イ
ツ
の
統
一
か
ら　

年
。
監
視
国
家
の
真
実
を
今
、
よ

２０

う
や
く
語
り
出
し
た
、
そ
の
歳
月
の
長
さ
を
思
う
。

　

〇
月
×
日　
　

世
紀
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
。
人
々
は
飢
え
か
ら

１９

の
脱
出
を
試
み
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
住
を
夢
見
て
い
た
。
そ
ん

な
時
代
、
女
の
働
く
場
所
な
ど
な
か
っ
た
。
孤
児
だ
っ
た
少
女

は
、
生
き
て
い
く
た
め
に
偽
っ
て
、
ホ
テ
ル
の
「
ウ
ェ
イ
タ

ー
」
に
な
っ
た
。
以
来
、
男
と
し
て
タ
キ
シ
ー
ド
に
身
を
包
み
、

人
付
き
合
い
を
避
け
、
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
す
「
ア
ル
バ
ー
ト
氏

の
人
生
」（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ロ
ド
リ
ゴ
・
ガ
ル
シ
ア
監
督
）
が

始
ま
っ
た
。
あ
る
日
、
ハ
ン
サ
ム
な
ペ
ン
キ
屋
が
ホ
テ
ル
に
。

実
は
彼
も
女
だ
っ
た
の
だ
が
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
教

わ
り
、
ア
ル
バ
ー
ト
（
グ
レ
ン
・
ク
ロ
ー
ズ
）
も
偽
り
の
人
生

を
崩
し
、
女
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
し
、
自

分
ら
し
く
生
き
よ
う
と
す
る
。
だ
が
…
。
貧
し
さ
の
中
で
の
孤

独
な
人
生
、「
彼
」
の
哀
し
み
が
痛
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

〇
月
×
日　
「
愛
に
つ
い
て
、
あ
る
土
曜
日
の
面
会
室
」（
仏
、

レ
ア
・
フ
ェ
ネ
ー
ル
監
督
）
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
刑
務
所
の
受

刑
者
と
面
会
者
の
愛
の
在
り
様
、
人
生
模
様
を
描
く
三
者
三
様

の
物
語
。
愛
は
歓
び
だ
が
、
絶
望
で
も
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

脚
本
も
手
掛
け
た
若
い
女
性
監
督
の
観
察
眼
に
感
心
し
た
。

　

〇
月
×
日　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場（
Ｍ

Ｅ
Ｔ
）
の　

〜　

年
公
演
全　

作
の
シ
ネ
マ
オ
ペ
ラ
が
昨
年
末

１２

１３

１２

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
ア
イ
ー

ダ
」
で
は
陶
酔
と
至
福
の
４
時
間
を
過
ご
し
た
。 
（
内
藤 
哲
）
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